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　１月１日に発生した能登半島地震で被災された方々に、心よりお見舞い申し上げます。被災地では
震度５クラスの余震が断続的に発生しており、多くの方が不安な時を過ごされております。被災され
た皆さまが一日も早く元の生活に戻ることができますよう、弊会としてもできるかぎりの支援をさせ
ていただきたく存じます。

　２０２４年の新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申し上げます。                                                    
　会員の皆様には日頃から埼玉県ＬＰガス協会の活動にご理解とご協力をいただくと共に、保安確保
と安定供給・取引適正化に取り組んでいただいていることに厚く感謝を申し上げます。

　さて、昨年１２月、一年の世相を表す漢字に「税」の文字が選ばれました。一年を通して増税の議
論が行われたことに加え、インボイス制度の導入やふるさと納税のルールの厳格化など「税」にまつ
わる改正等が行われたことがその理由となっています。ＬＰガス業界においても「税」にまつわる事
業として、地方創生臨時交付金を活用した埼玉県ＬＰガス料金負担軽減補助事業（第１弾）及び人手
不足解消や配送業務の効率化を図るための配送合理化補助金（経済産業省）などが実施されました。
　特にＬＰガス料金負担軽減補助事業（第１弾）につきましては、会員の皆様からの大変なご協力を
いただいたことにより、多くのお客様に喜んでいただくことができました。ご協力に深く感謝申し上
げます。また、昨年１２月の埼玉県議会において、ＬＰガス料金負担軽減補助事業（第２弾）が承認
されましたので、引き続きのご協力を賜りますようお願い申し上げます。

　令和７年１月１７日、埼玉県ＬＰガス協会は７０周年を迎えます。創立７０周年事業の一環とし
て、１００年後もお客様にＬＰガスを選んでいただくため、ＬＰガスの新「あ・か・さ・た・な」を
展開し、お客様にＬＰガスの良さをアピールしてまいります。それぞれの頭文字で、あ：安全・安心
ＬＰガス、か：環境に優しいＬＰガス、さ：災害時にも強いＬＰガス、た：頼りになる店ＬＰガス、
な：納得の料金ＬＰガスとしています。この納得の料金とは、お客様に料金情報を積極的に提供し、
これなら納得できると言っていただけることへの取り組みです。現在、経済産業省において商慣行是
正に向けた議論がされていますが、ＬＰガスがお客様から選ばれ続けるエネルギーとなるためには、
過大な営業行為の制限、三部料金制の徹底、お客様への料金情報の提供の３つの方策を成し遂げなけ
ればなりません。

　ＬＰガスは化石燃料の中でもＣＯ２やＮＯｘの排出量の少ない環境に優しいエネルギーです。２０
５０年までにＣＯ２の排出を実質ゼロにすることを目指すカーボンニュートラル対策はＬＰガス業界
にとって大きな課題となっていますが、元売各社においてグリーンＬＰガスの研究開発が始まってい
ます。私たち小売事業者としての対策は「環境に優しいエネルギー」であることの発信と、より一層
の省エネ器具の普及促進に取り組むことが必要となります。ＬＰガスは産業や生活に欠かせないエネ
ルギーです。ＬＰガスの新「あ・か・さ・た・な」に会員が一丸となって取り組み、ＬＰガスの「青
い炎」を灯し続けていきたいと願っております。

　結びに当たり、会員各社の益々のご発展と、代表者の皆様のご健勝とご多幸を祈念し、新年のご挨
拶とさせていただきます。




